ハル　ノ　サイテン　ノ　サクヒン　ヒカク　1　ニジンスキー　ベジャール　バウシュ　ノ　サクヒン　ニ　チャクモク　シテ by 柴田 詠子 & Eiko Shibata
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『春の祭典〔原題：Le Sacre du Pritemps/英題：Rite of Spring〕』1）はイーゴリ・ス
トラヴィンスキー〔Igor Fyodorovich Stravinsky,1882 年 -1971 年〕作曲のバレエ音楽で
ある。この作品は 1913 年にバレエ・リュス〔Les Ballets Russes de Sergei Diaghilev,
活動期間：1872 年 - 1929 年〕の作品としてパリのシャンゼリゼ劇場で初演された。振付
は当時バレエ・リュスの花形男性ダンサーとして活躍していたヴァーツラフ・ニジンスキー






























Roerich,1874 年 -1947 年〕に語り，その後ディアギレフに話したと言われている。（モー
ドリス・エクスタインズ［1991］p.68）
バレエ・リュスの初期の作品は，ミハイル・フォーキン〔Mikhail Mikhailovich 





















Dalcroze,1865 年 -1950 年〕の弟子であるマリー・ランバール〔Dame Marie Rambert，












パリにおける議論について，ピエール・ラロ〔Pierre Lalo,1866 年 -1943 年〕とジャック・





























































































































































































本稿では 2012 年にベジャール・バレエ・ローザンヌが上演した映像を参照する 7）。





















前半部分（1分 13 秒～ 16 分 33 秒）は男性のダンサーの群舞で構成されている。冒頭
では，ソリストが舞台の中央部分で踊り，群舞の先頭に立って群舞を牽引している。生贄
は，最初は群舞に交じっているが，男性の生贄は 8分 17 秒で登場する。後半部分（13 分
38 秒～ 24 分 1 秒）の女性の群舞から始まる。最初から生贄が中央に存在しており，ソリ
ストは生贄の周りで踊っている。また，男性ソリストが生贄を追い詰めるような動き（11







交互に動くパートも多くみられる。シンメトリー以外の構成は，斜め（10 分 31 秒～，14
分 56 秒～）や円（6分 14 秒～，31 分 30 秒～）の構成が使われている。男性パートの第
7曲「賢者」の部分（14 分 56 秒）の照明変化が空間に変化をつけており，上手前から下
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3） 2020 年 8 月 27 日，28 日にりゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館にてプレビュー公演が予定されている。






7） ベジャール・バレエ・ローザンヌ「春の祭典，カンタータ 51，シンコペ」 ［DVD］　販売元：有限会社
エリア・ビー（ベジャール・バレエ・ローザンヌ，アントワープ王立劇場，2012 年収録）




















1） Stravinsky & the Ballets Russes / ［DVD］ ［Import］　販売元：Bel Air Classiques（マリインスキー・
バレエ，ヴァレリー・ゲルギエフ指揮，マリインスキー劇場，2008 年収録）
2） ベジャール・バレエ・ローザンヌ「春の祭典，カンタータ 51，シンコペ」 ［DVD］　販売元：有限会社
エリア・ビー（ベジャール・バレエ・ローザンヌ，アントワープ王立劇場，2012 年収録）
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